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町税に含まれる町民税は住民税定額減税の終了により
増加、固定資産税は企業の設備投資などにより増加と
なっています。また、町債は総合福祉会館改修工事や
苅田中学校長寿命化改修などの財源とするため、前年
度より増加しています。

 [ 一般会計 歳入 ] 

・町民税　25 億 7,661 万円（前年度比 19.1％増）
  住民税定額減税終了による増
・固定資産税　61 億 7,441 万円（前年度比 1.5％増）
  企業等の設備投資などによる増
・譲与税等　16 億 6,212 万円（前年度比 8.2％減）
  住民税定額減税減収補填特例交付金の減　
・町債　11 億 3,130 万円（前年度比 15.2％増）
  総合福祉会館改修・苅田中学校長寿命化改修などによる増

人件費が給料表の改定等により増加しています。また、
物件費が自治体情報システム標準化・共通化に対応す
るための経費や、小波瀬西工大前駅周辺整備事業に係
る経費などにより増加しています。普通建設事業費に
ついても、総合福祉会館や学校施設、公民館の改修事
業費などにより増加しています。

苅田町の令和 7 年度の予算が成立しました。一般会計予算の総額は 186 億 8,727 万円で、前年度と比較し
て、21 億 7,021 万円の増額となりました。

 [ 一般会計 歳出 ] 

●問い合わせ／財政課  ☎ 093・434・1113

・人件費　34 億 372 万円（前年度比 8.8％増）
  給料表の改定などによる増
・公債費　8 億 9,745 万円（前年度比 4.9％減）
  借り入れを抑制してきたことによる減
・物件費　43 億 7,872 万円（前年度比 18.0％増）
  システム標準化支援業務委託料などによる増
・ 普通建設事業費　22 億 5,158 万円（前年度比 14.5％増）
　総合福祉会館や学校施設の改修事業費などによる増　

令和
7年度 当初予算の概要

歳入 町税
49.8％

繰入金
6.9％

国庫支出金
15.8％

県支出金
7.9％

町債
6.1％

譲与税等
8.9％

その他
4.6％

歳出

人件費 
18.2％

普通建設
事業費
12.1％

社会保障費
23.4％

公債費
4.8％

物件費
23.4％

繰出金
9.6％

補助費等
7.2％

その他1.3％その他1.3％
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予　算 予算額 前年度予算額
国民健康保険特別会計予算 33億 6,540 万円 33億 8,875 万円
後期高齢者医療特別会計予算 6億 7,073 万円 6億 2,682 万円
介護保険特別会計予算 30億 758万円 29億 8,931 万円

土地区画整理事業特別会計予算 10億 3,900 万円 11億 8,961 万円
住宅新築資金等特別会計予算 97万円 102万円

苅田臨空産業団地開発事業特別会計予算 8万円 131万円
京都郡公平委員会特別会計予算 74万円 75万円

■特別会計
特別会計とは、一般会計と経理を区分することで、事業の状況を明確化するために設置しているものです。
令和 7年度の特別会計の予算の総額は 80億 8,449 万円です（前年度比 1億 1,309 万円減）。

■地方債残高（一般会計）
町の財政負担を平準化するための借入金を地方債といい、その残高は
令和 6年度の決算見込で 59億 4,804 万円、令和 7年度末の残高見
込で 62億 2,452 万円となっております。

■令和 7 年度 上下水道事業会計予算

収益的収入
水道事業
収益

営業収益 1,062,062
営業外収益 65,587
特別利益 3
合計 1,127,652

収益的支出
水道事業
費用

営業費用 1,051,637
営業外費用 60,035
特別損失 503
予備費 1,000
合計 1,113,175

水道事業会計予算 ( 単位 :千円）

資本的収入 水道事業
資本的収入

企業債 158,000

出資金 5,418

負担金 31,595

補助金 33,000

合計 228,013

資本的支出 水道事業
資本的支出

建設改良費 519,224

企業債償還金 177,893

合計 697,117

収益的収入
下水道事業
収益

営業収益 589,521
営業外収益 673,591
特別利益 13
合計 1,263,125

収益的支出
下水道事業
費用

営業費用 1,199,844
営業外費用 104,873
特別損失 400
予備費 5,000
合計 1,310,117

( 単位 :千円）下水道事業会計予算

資本的収入 下水道事業
資本的収入

企業債 1,030,298
出資金 1
負担金 29,303
補助金 1
交付金 471,410
合計 1,531,013

資本的支出 下水道事業
資本的支出

建設改良費 1,215,413
企業債償還金 358,370
合計 1,573,783

年度 地方債残高
令和 5年度決算 59億 4,090万円
令和 6年度決算 59億 4,804万円
令和 7年度残高 62億 2,452万円

※令和 6年度決算、令和 7年度残高は見込み
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④

令和７年度は、物価高騰やインフラの老朽化等の様々
な社会情勢の変化に対応するための取り組みや、町
民の皆さんの暮らしを守るための支援・取り組みを
行っていきます。
これらの取り組みを進めるために、町では今年度、「次
世代を担う子どもたちへの投資」・「健やかな地域社
会の実現」・「安心安全なまちづくりの推進」・「公共
施設マネジメントの推進」・「快適な都市基盤の整備」・
「活力ある産業・観光の振興」・「70 周年記念事業」
の７本の柱を中心とする予算編成を行いました。

令和
7年度

●
子
ど
も
計
画
策
定
業
務
委
託

料（
６
１
６
万
円
）

子
ど
も
基
本
法
に
基
づ
き
、
幅

広
い
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
と
重
要
事
項
等
を

一
元
化
し
た
「
苅
田
町
子
ど
も

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

●
発
達
支
援
型
訪
問
支
援
業
務

委
託
料

（
４
６
８
万
２
千
円
）

臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
が

町
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
を
訪

問
し
、
発
達
に
気
に
な
る
点
が

あ
る
児
童
に
関
す
る
相
談
や
助

言
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査
委
託
料

（
１
７
５
万
円
）

先
天
性
聴
覚
障
が
い
を
早
期
発

見
す
る
た
め
の
新
生
児
聴
覚
検

査
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

●
高
齢
者
定
期
予
防
接
種
委
託
料

（
４
８
９
５
万
７
千
円
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
接
種
費
用
の
一
部
を
公

費
負
担
し
ま
す
。

●
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患

者
在
宅
療
養
生
活
支
援
事
業
助

成
金

（
64
万
８
千
円
）

40
歳
未
満
の
末
期
が
ん
患
者
が

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
訪
問
看
護
等
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
徘
徊
高
齢
者
等
見
守
り
事
業

（
34
万
９
千
円
）

徘
徊
行
動
が
み
ら
れ
る
認
知
症

高
齢
者
等
や
家
族
に
対
し
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
利
用
に
係
る
費

用
の
一
部
助
成
や
、
見
守
り

シ
ー
ル
の
配
付
を
行
い
ま
す
。

主な事業一覧

主
な
事
業
②

健
や
か
な
地
域
社
会
の

実
現

次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資

主
な
事
業
①

●
給
食
費
無
償
化

（
１
億
６
６
７
９
万
１
千
円
）

令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年

３
月
ま
で
、
町
内
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
「
給
食
費
無
償
化
」

を
実
施
し
ま
す
。（
国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
）

●
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
就

職
支
援
補
助
金

（
２
６
０
万
円
）

新
た
に
就
職
し
た
保
育
士
等
に

対
す
る
就
職
支
援
金
に
つ
い

て
、
対
象
施
設
を
幼
稚
園
に
も

拡
大
し
、
ま
た
、
対
象
者
を
栄

養
士
等
に
も
拡
大
し
ま
す
。
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●
木
造
戸
建
て
住
宅
性
能
向
上

改
修
補
助
金

（
３
３
０
万
円
）

耐
震
性
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅

の
性
能
向
上
改
修
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

（
８
７
８
９
万
円
）

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
水
槽

付
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
行

い
ま
す
。

●
歴
史
資
料
館
基
本
設
計
業
務

委
託
料

（
１
６
２
５
万
８
千
円
）

苅
田
町
歴
史
資
料
館
の
建
て
替

え
を
行
う
た
め
の
基
本
設
計
業

務
を
実
施
し
ま
す
。

●
富
久
公
園
移
設
実
施
設
計
業

務
委
託
料

（
１
３
５
０
万
円
）

石
塚
山
古
墳
と
、
歴
史
資
料
館
・

図
書
館・公
園
を
利
用
で
き
る
「
文

教
エ
リ
ア
」
を
再
整
備
す
る
た
め

の
実
施
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

●
総
合
福
祉
会
館
改
修
工
事

（
２
億
５
２
０
０
万
円
）

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
の
機
能
を
総

合
福
祉
会
館
に
移
転
さ
せ
る
た

め
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
西
部
公
民
館
改
修
工
事 

（
１
億
１
８
３
０
万
円
）

西
部
公
民
館
の
屋
上
防
水
工
事

や
外
壁
改
修
工
事
等
を
実
施
し

ま
す
。

●
白
石
地
区
交
差
点
改
良
工
事

（
１
億
５
千
円
）

白
石
地
区
交
差
点
部
の
交
差
点

改
良
工
事
を
行
い
、
慢
性
的
な

渋
滞
の
緩
和
を
図
り
ま
す
。

●
小
波
瀬
西
工
大
前
駅
周
辺
整

備
事
業
（
予
備
設
計
）

（
１
億
３
５
０
０
万
円
）

●
町
内
回
遊
促
進
活
性
化
事
業

（
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
）

（
40
万
８
千
円
）

合
併
70
周
年
記
念
事
業
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
町
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
を
周
遊
す
る

デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
を

実
施
し
ま
す
。

●
か
ん
だ
港
ま
つ
り
補
助
金

（
１
千
万
円
）

合
併
70
周
年
記
念
事
業
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

拡
充
し
た
「
か
ん
だ
港
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
個
店
魅
力
向
上
支
援
事
業

（
ま
ち
ゼ
ミ
）

（
１
０
５
万
９
千
円
）

個
店
や
商
店
街
の
活
性
化
を
目

指
し
、
店
の
人
が
自
ら
講
師
と

な
り
、
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
（
ま

ち
ゼ
ミ
）
を
町
内
で
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

●
臨
空
産
業
公
園
整
備
工
事

（
２
９
６
１
万
７
千
円
）

空
港
の
見
え
る
公
園
「（
仮
称
）

臨
空
産
業
公
園
」
の
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

70
周
年
記
念
事
業

主
な
事
業
⑦

活
力
あ
る

産
業
・
観
光
の
振
興

主
な
事
業
⑥

快
適
な
都
市
基
盤
の

整
備

主
な
事
業
⑤

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

主
な
事
業
③

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進

主
な
事
業
④

●
中
央
公
民
館
大
規
模
改
修
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託
料

（
５
４
０
６
万
５
千
円
）

中
央
公
民
館
の
大
規
模
改
修
を

実
施
す
る
た
め
、
改
修
工
事
の

実
施
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

小
波
瀬
西
工
大
前
駅
周
辺
整
備

事
業
の
実
現
に
向
け
、
駅
関
連

施
設
や
駅
周
辺
施
設
の
予
備
設

計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

●
公
園
設
備
新
設
改
良
工
事

（
１
億
３
６
０
０
万
円
）

向
山
公
園
の
再
整
備
工
事
や
殿

川
緑
地
公
園
の
整
備
工
事
等
を

実
施
し
ま
す
。
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